
今
年
４
月
か
ら
地
域
内
の
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
設
備
が
滋
賀
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
）
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
従
来
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
告
知
放
送

の
運
用
方
法
を
明
確
化
し
、
新
た
に

以
下
の
通
り
運
用
基
準
を
定
め
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

告
知
放
送
は
「
住
民
み
ん
な
の
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
」
と
い
う
原
点
に
立
ち
、
設

備
機
器
管
理
責
任
者
の
Ｓ
Ｃ
Ｎ
と
住

民
代
表
と
し
て
の
自
治
連
合
会
が
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
運
用
審
議
準
備
会
を
発
足
さ

せ
、
放
送
内
容
の
吟
味
、
運
用
基
準

の
決
定
な
ど
を
審
議
し
て
い
く
。

な
お
、
青
山
地
区
に
つ
い
て
は
、

特
別
の
申
し
出
が
な
い
限
り
本
基
準

に
照
ら
し
て
運
用
す
る
。

１
、
放
送
内
容
に
つ
い
て

①
自
治
連
合
会
お
よ
び
各
町
内
会
な

ど
自
治
会
活
動
に
お
け
る
連
絡
・

伝
達
事
項

②
地
区
内
各
種
団
体
の
団
体
活
動
に

お
け
る
連
絡
・
伝
達
事
項

③
学
校
、
保
育
園
、
そ
れ
ら
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
保
護
者
会
な
ど
か
ら
の
伝
達

事
項

④
公
民
館
、
市
役
所
な
ど
か
ら
の
広

報
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
、
熱
中
症

情
報
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
注
意

喚
起
と
警
報
連
絡
・
伝
達
事
項

⑤
各
町
内
で
の
弔
事
な
ど
の
伝
達
事

項
⑥
地
震
、
台
風
、
防
犯
・
防
災
時
な

ど
の
警
察
、
消
防
な
ど
か
ら
の
緊

急
放
送

⑦
迷
い
犬
、
迷
い
猫
、
迷
い
鳥
、
拾

得
物
な
ど
の
連
絡

⑧
地
区
内
に
あ
る
病
院
、
商
店
、
学

習
塾
な
ど
の
店
舗
情
報
で
住
民
に

と
っ
て
有
益
な
情
報
（
い
わ
ゆ
る

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
放
送
）
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
補
足
事
項

に
定
め
る
規
定
に
従
う

⑨
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
及
び
告
知
放
送
設
備
な

ど
Ｓ
Ｃ
Ｎ
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

情
報

⑩
そ
の
他
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
用
審
議
会

が
必
要
と
認
め
た
事
項

⑪
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
環
境
に

関
す
る
伝
達
事
項

２
、
放
送
の
手
続
き

①
放
送
内
容
は
指
定
用
紙
に
記
入
す

る
か
、
ま
た
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
録
音
す
る
。

②
放
送
依
頼
者
は
所
定
の
許
可
を
取

り
Ｓ
Ｃ
Ｎ
担
当
者
に
指
定
用
紙
を

手
渡
す
。
夜
間
、
休
日
な
ど
で
Ｓ

Ｃ
Ｎ
社
員
が
い
な
い
場
合
は
警
備

員
に
手
渡
す
。

③
防
犯
・
災
害
な
ど
の
緊
急
時
は
Ｓ

Ｃ
Ｎ
ま
た
は
警
備
員
は
本
基
準
に

照
ら
し
て
判
断
し
放
送
す
る
。

３
、
許
認
可

①
町
内
会
、
自
治
会
の
三
役
は
全
て

の
放
送
の
許
認
可
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
以
下
の
者
は
そ
れ
ぞ

れ
自
組
織
、
団
体
の
伝
達
放
送
に

限
り
許
可
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ

ら
の
組
織
長
が
予
め
定
め
た
代
理

の
者
も
含
め
る
。

②
公
民
館
館
長
（
市
の
情
報
を
含
む

市
、
公
民
館
活
動
に
関
わ
る
事
項
）

③
小
中
学
校
長
、
幼
稚
園
・
保
育
園

長
及
び
そ
の
他
学
校
長
。

④
警
察
署
、
派
出
所
、
消
防
署
な
ど

の
責
任
者

⑤
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
用
審
議
会
が
認
め
た

各
種
団
体
、
子
ど
も
会
、
各
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
責
任
者

⑥
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
放
送
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
情
報
は
Ｓ
Ｃ
Ｎ
責
任
者

⑦
右
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
運
用
審
議
会
ま
た
は
町
内

会
ま
た
は
自
治
会
三
役
（
三
役
と

は
会
長
、
副
会
長
、
会
計
と
す
る
）
。

４
、
施
行
と
改
正

本
運
用
基
準
は
平
成

17
年
８
月

６
日
よ
り
運
用
す
る
。
期
限
は
告
知

放
送
が
存
在
す
る
間
有
効
と
す
る
。

ま
た
、
本
運
用
基
準
は
年
１
回
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
運
用
審
議
会
に
お
い
て
改
正

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
補
足
事
項
】

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
地
区
内
に
病
院
、

店
舗
、
塾
、
工
房
な
ど
を
構
え
、
日

常
生
活
に
必
要
な
業
務
、
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
る
者
は
、
月
１
回
に
限

り
、
朝
と
夜
そ
れ
ぞ
れ
１
回
だ
け
無

料
で
店
舗
情
報
、
商
業
放
送
を
流
す

こ
と
が
出
来
る
。

た
だ
し
、
月
の
う
ち
複
数
回
放
送

す
る
場
合
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
運
用
審
議
会

（
Ｓ
Ｃ
Ｎ
内
）
に
申
し
出
を
行
い
、

協
力
金
を
納
め
る
こ
と
で
放
送
で
き

る
。
複
数
回
放
送
協
力
金
は
１
回
当

た
り
（
朝
夕
セ
ッ
ト
）
１
０
０
０
円
。

な
お
、
放
送
の
許
認
可
は
町
内
会

三
役
ま
た
は
自
治
会
三
役
と
す
る
。

志
津
南
地
区
自
治
連
合
会
は
９
月

29
日
、
今
年
度
か
ら
行
政
と
協
働

で
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
「
地

域
協
働
（
情
報
化
）
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
」
の
趣
旨
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。

事
業
実
施
ま
で
の
背
景
や
住
民
側
、

行
政
側
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
、
具
体
的

な
取
り
組
み
、
情
報
化
に
向
け
た
課

題
、
行
政
が
出
来
る
支
援
な
ど
に
つ

い
て
、
草
津
市
ま
ち
づ
く
り
課
が
説

明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
事

務
局
を
中
心
に
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

志
津
南
公
民
館
な
ど
か
ら
委
員
を
選

出
し
た
の
ち
「
地
域
協
働
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
推
進
委
員
会
」
（
仮
称
）
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

同
委
員
会
で
は
、
現
在
の
地
域
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
若
草
ネ
ッ
ト
」
の
維
持

管
理
を
含
め
、
地
域
住
民
が
望
む
情

報
、
行
政
情
報
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
、
協
議
検
討
す
る
ほ
か
、

少
な
い
期
間
の
中
で
、
ど
こ
ま
で
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
な

ど
を
次
回
の
会
議
で
話
し
合
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

10
月
か
ら
地
域
が
受
け

入
れ
る
立
命
館
大
学
の
環
境
・
デ
ザ

イ
ン
演
習
で
も
情
報
化
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
住
民
ニ
ー

ズ
を
探
る
一
方
、
若
草
ネ
ッ
ト
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
協
力
し
て
も
ら
う
な

ど
、
大
学
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
告
知
放
送
に
運
用
基
準

あ
い
ま
い
さ
、
混
乱
防
止
へ
線
引
き

地
域
協
働
情
報
化
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

自
治
連
、
推
進
委
立
ち
上
げ
具
体
化
へ

地
元
説
明
会
で
市
は
支
援
範
囲
な
ど
示
す



志
津
南
地
区
敬
老
会
祝
賀
式
典
が

９
月

19
日
午
前

11
時
か
ら
、
志
津

南
公
民
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
当
地
区
の
対
象
者
２
４
６

人
の
う
ち
約

43
％
に
あ
た
る
１
０

８
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

小
野
栄
祐
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
の
草
津

市
長
代
理
の
加
藤
政
策
部
長
が
伊
庭

市
長
の
祝
辞
、
草
津
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
田
中
千
秋
会
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
地
区
最
高
齢
の
向
出

チ
ヨ
さ
ん
（
一
〇
二
歳
）
＝
若
草
４

丁
目
＝
に
小
野
会
長
か
ら
記
念
品
と

花
束
が
贈
ら
れ
、
出
席
者
全
員
で
長

寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
昼
食
。
続
い
て
上

田
恒
章
志
津
南
地
区
自
治
連
合
会
長

の
祝
辞
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
へ
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
若
草
く
る

み
保
育
園
児

28
人
の
歌
や
遊
戯
を

皮
切
り
に
、
志
津
南
小
６
年
生

25

人
が
祝
福
の
歌
と
演
奏
を
披
露
、
お

年
寄
り
を
な
ご
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
遠
く
三
重
県
か
ら
駆
け
つ
け

た
津
軽
三
味
線
の
加
藤
流
三
絃
道
の

17
人
が
一
糸
乱
れ
ぬ
素
晴
ら
し
い

演
奏
、
出
席
者
全
員
は
大
感
激
。
来

年
も
元
気
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
と

誓
い
合
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

志
津
南
小
の
児
童
が
夏
休
み
の
宿

題
と
し
て
描
い
た
交
通
安
全
啓
発
ポ

ス
タ
ー
が
公
民
館
に
展
示
さ
れ
、
訪

れ
た
住
民
ら
の
目
を
引
き
ま
し
た
。

志
津
南
地
区
安
全
会
が
募
集
し
た

交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

９
月

10
日
、
志
津
南
公
民
館
で
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

62
点
の
作
品
の
中
か
ら
同
小
３
年

の
八
木
崚
斗
君
（
若
草
２
丁
目
）
の

作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
９
月

21
日
か
ら
始
ま
っ
た
秋
の
全
国
交

通
安
全
週
間
中
、
志
津
南
公
民
館
サ

ロ
ン
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

八
木
君
の
作
品
は
、
青
信
号
で
も

左
右
の
確
認
を
テ
ー
マ
に
、
歩
行
者

に
注
意
を
訴
え
る
も
の
で
、
公
民
館

を
訪
れ
た
住
民
ら
は
事
故
防
止
へ
思

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

応
募
作
品
に
は
横
断
歩
道
で
の
左

右
確
認
の
注
意
を
喚
起
す
る
も
の
が

圧
倒
的
に
多
く
、
審
査
に
当
た
っ
た

各
委
員
は
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
の
高
さ
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

（
交
通
防
犯
部
）

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
づ
く
り

▼
日

時

11
月

14
日
（
月
）
、

15
日
（
火
）
午
後
１
時
〜
４
時

▼
定

員

10
人

▼
受
講
料

６
０
０
円
と
テ
キ
ス
ト

等
材
料
費

▼
内

容

「
ワ
ー
ド
」
を
使
っ
て

の
年
賀
状
作
成

▼
受

付

10
月

24
日
（
月
）
〜

10
月
31
日
（
月
）

午
後
５
時

※

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

第２６号 わが町｢志津南｣ＮＥＷＳ 平成１７年１０月１５日 ( 2 )

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
９
月
28
日
午
前
10
時
か
ら
約

１
時
間
、
志
津
南
小
学
校
３
年
の

児
童
34
人
が
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
リ
ス
の

制
服
に
身
を
固
め
、
か
が
や
き
通

り
の
中
央
バ
ス
停
付
近
で
通
り
が

か
り
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
交
通
安

全
の
思
い
を
託
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
た
ハ
ガ
キ
と
、
草
津
栗
東

交
通
安
全
協
会
志
津
南
支
部
が
用

意
し
た
焼
き
た
て
の
ア
ン
パ
ン
を

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
シ
ー
ル
を
貼
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
、
通
り
か

か
っ
た
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
一
袋

ず
つ
手
渡
し
な
が
ら
「
私
た
ち
も

歩
行
者
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
。
安

全
運
転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

敬
老
祝
賀
会
盛
大
に

最
高
齢
は
百
二
歳
の
向
出
さ
ん

ポ
リ
ス
が
安
全
運
転
訴
え

若草くるみ保育園児の遊戯に笑顔も

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
応
募
に
62
点

バ
ス
停
で
ア
ン
パ
ン
な
ど
配
る

恒例の津軽三味線 南小児童がメッセージを披露

勢ぞろいしたJrポリス

Jr

最
優
秀
賞
に
２
丁
目
の
八
木
君
の
作
品

最優秀賞作品

ドライバーに啓発

受
講
生
募
集



志
津
南
地
区
体
育
振
興
会
主
催
の

「
第
一
回
志
津
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ま

つ
り
」
が

10
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
か
ら
志
津
南
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
は
、
今
年
４

月
か
ら
実
施
さ

れ
た
志
津
南
小

学
校
の
学
区
再

編
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
の
地
域

と
の
合
同
運
動

会
が
難
し
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
代
わ
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
新
し
く
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

種
目
別
で
は
満
水
リ
レ
ー
、
ボ
ー

ル
送
り
競
争
、
風
船
割
り
リ
レ
ー
、

借
り
物
競
争
、
パ
ン
ツ
で
デ
ー
ト
な

ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
種
目
を
新
し
く

取
り
入
れ
、
参
加
者
が
楽
し
み
な
が

ら
体
を
動
か
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や

し
ま
し
た
。

第
一
回
と
な
っ
た
こ
の
日
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
は
に
ぎ
や
か
に
応
援
合

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

珍
プ
レ
ー
に
は
笑
い
声
が
会
場
を
包

む
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
参
加
者
３
０
０
人
は
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
各
町
内
が
激
励
会
や

慰
労
会
な
ど
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

町
別
対
抗
の
成
績
は
次
の
通
り
で

す
。

▽
優

勝

若
草
四
丁
目

▽
準
優
勝

若
草
五
丁
目

▽
３

位

若
草
七
丁
目

志
津
南
小
学
校
は
９
月

18
日
、

小
学
校
区
の
変
更
に
よ
り
、
昨
年
度

ま
で
の
地
域
と
の
合
同
運
動
会
と
異

な
り
、
小
学
校
単
独
の
運
動
会
を
行

い
ま
し
た
。

児
童
か
ら
の
応
募
で
「
南
っ
子
わ

く
わ
く
運
動
会
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
も
「
南
っ
子
が
一
つ
と

な
っ
て
感
動
の
運
動
会
を
つ
く
り
出

そ
う
」
と
掲
げ
、
残
暑
厳

し
い
中
で
、
準
備
や
練
習

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
徒
競
走
や
リ

レ
ー
、
団
体
競
技
、
た
て

わ
り
種
目
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
、
た
て
わ
り
種
目
で

は
八
色
の
た
て
わ
り
班
を

も
と
に
つ
く
ら
れ
た
紅
白

対
抗
の
熱
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
江

州
音
頭
や
借
り
物
競
走
、

大
玉
送
り
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
人
た
ち
の
参
加
も
い
た
だ
き
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

テ
ン
ト
設
営
、
あ
と
片
づ
け
を
は

じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
の
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
志
津
南
小
）

若
草
く
る
み
保
育
園
の
秋
の
運
動

会
が

10
月
８
日
、
志
津
南
小
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
「
飛

び
出
せ
宇
宙
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
体

操
や
遊
戯
、
か
け
っ
こ
、
そ
れ
に
親

子
障
害
競
走
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

０
歳
児
か
ら
年
長
組
ま
で
全
園
児

が
参
加
し
ま
し
た
が
、
こ
の
日
の
た

め
に
練
習
し
た
成
果
を
の
び
の
び
と

発
揮
、
家
族
ら
が
そ
の
姿
を
ビ
デ
オ

や
カ
メ
ラ
で
追
っ
て
い
ま
し
た
。

第

22
回
高
穂
中
学
校
の
体
育
祭

が
晴
天
の
９
月

16
日
「
栄
光
は
君

の
も
の
、
感
動
は
私
の
も
の
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

力
強
い
選
手
宣
誓
に
続
き
、
全
校

生
徒
が
見
守
る
中
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

が
入
場
、
団
結
の
火
に
点
火
さ
れ
開

会
、
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

各
団
の
カ
ラ
フ
ル
な
団
旗
の
も
と

メ
ガ
ホ
ン
や
手
拍
子
で
、
力
い
っ
ぱ

い
頑
張
る
各
チ
ー
ム
の
選
手
に
大
き

な
声
援
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
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第
１
回
志
津
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
盛
大
に

地
域
の
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
平
成
12
年
度
か
ら

実
施
し
て
き
た
志
津
南
小
学
校
と
地
域
の
合
同
運
動

会
は
今
年
か
ら
学
校
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
と
地
域
の
協
働
行
事
の
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
合
同
運
動
会

は
５
年
間
で
そ
の
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

志
津
南
小
の
通
学
区

再
編
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
地
域
と
学
区
の
ズ
レ
な

ど
合
同
開
催
の
難
し
さ
が
現
実
問
題
と
し
て
浮
上
、

そ
れ
ぞ
れ
の
単
独
開
催
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
に

達
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
志
津
南
地
区
体
育
振
興
会
は
７
月

に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
人
々
が
楽
し

く
、
よ
り
多
く
参
加
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
討
議
を

重
ね
た
結
果
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
で
き
る

「
志
津
南
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
」
と
し
て
、
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
、
多

く
の
方
か
ら
積
極
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
べ
て
を
反
映
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
地
域
の
活
性
化

と
地
域
住
民
の
親
睦
が

深
ま
る
行
事
と
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ま
つ
り
が
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
根
付
く
か
ど
う
か
は
、
住
民
み
な
さ
ん
の
情
熱

次
第
で
す
。
み
な
さ
ん
の
お
知
恵
を
拝
借
し
、
今
後

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
体
育
振
興
会
会
長

森
本
庄
二
）

地
区
運
動
会
が
分
離
開
催

志
津
南
小
と
地
区
体
振
そ
れ
ぞ
れ
に

玉入れ競技に奮闘

南
小
と
の
合
同
運
動
会
に
代
わ
る
新
企
画

志
津
南
小
運
動
会
盛
り
上
あ
が
る

学
校
単
独
開
催
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

ソーラン節を披露する児童たち

の
び
の
び
成
果
発
揮

高
穂
中
で
も
体
育
祭

く
る
み
保
育
園
運
動
会



若
草
に
住
ん
で
１
年
と

10
か
月

に
な
り
ま
す
。

関
東
か
ら
滋
賀
県
へ
越
し
て
き
て

20
年
に
な
り
ま
す
が
、

草
津
に
住
む
の
は
初
め
て

で
す
。

若
草
は
緑
が
豊
か
で
町

並
み
も
と
て
も
き
れ
い
だ

と
思
い
ま
す
。
近
く
に
は

市
民
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、

郵
便
局
、
銀
行
、
ス
ー
パ
ー
、

診
療
所
と
一
応
そ
ろ
っ
て

お
り
、
便
利
で
住
み
や
す

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
車
を
運
転
し
な

い
私
に
と
っ
て
、
坂
が
き

つ
い
の
と
駅
の
方
ま
で
出
る
の
に
少

し
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
秋
に
な

る
と
落
ち
葉
の
掃
除
も
大
変
で
す
。

年
老
い
て
か
ら
住
む
に
は
ち
ょ
っ

と
場
所
を
誤
っ
た
か
な
、
と
思
っ
て

も
い
ま
す
。
で
も
、
お
そ
ら
く
一
生

住
む
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
ら
、

前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
、
人
に
勧
め
ら
れ
健
康
推
進

委
員
の
講
座
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
の

仲
間
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
若
草
６
丁
目

Ｔ
）

こ
と
し
の
第
一
回
す
こ
や
か
セ
ミ

ナ
ー
「
オ
ペ
ラ
リ
サ
イ
タ
ル
」
が
次

の
要
領
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
ホ
ー
ル
代
表

で
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
活
躍
中
の
甲
賀
市
水
口
町
出
身

の
萩
野
美
智
子
さ
ん
を
招
い
て
の
リ

サ
イ
タ
ル
で
す
。
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

◇
日
時

10
月

25
日
（
火
）
午
後

２
時
か
ら
３
時
ま
で
（
開
場
午
後

１
時
30
分
）

◇
場
所

志
津
南
小
学
校
体
育
館

◇
ソ
リ
ス
ト

萩
野
美
智
子
さ
ん

◇
主
催

志
津
南
地
区
青
少
年
育
成

区
民
会
議
、
地
域
協
働
合

校
推
進
委
員
会

協
賛

志
津
南
小
学
校
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□10月15日（土）

☆親子ふれあいハイキング
9:15集合 9:30出発
志津南地区地域協働合校

☆健康ウォーキング
8:15集合 8:30出発
菖蒲池周辺（参加自由）
老人クラブ（若寿会）

□10月16日（日）
☆琵琶湖博物館
秋の木の実の観察会
10:00～15:00（事前申込必
要）甲賀市 琵琶湖博物館

□10月22日（土）
☆社会奉仕
9:00集合 若草中央公園
老人クラブ（若寿会）
☆町内学習懇談会（若草５・
６丁目）
19:00～ 志津南公民館
志津南地区同推協

☆わんぱくプラザ南っ子
「ハロウィン衣装づくり」
13:30～16:30
志津南公民館

□10月26日（水）
☆やすらぎ学級
『ミホミュージアム』
9:15志津南公民館集合
志津南公民館

□10月29日（土）
☆わんぱくプラザ南っ子
「ハロウィンパーティ！」
13:30～17:30志津南公民館

☆ 町内学習懇談会
（若草１・２丁目、岡本町
西）19:00～志津南公民館

志津南地区同推協
□11月4日（金）
☆定例健康相談
9:30～10:30 志津南公民館
草津市健康推進課

□11月5日（土）

☆健康ウォーキング
8:45 集合 9:00 出発
菖蒲池周辺（参加自由）
老人クラブ（若寿会）

□11月12日（土）
☆わんぱくプラザ南っ子
館外研修in大阪市立科学館
『宇宙旅行に出かけよう！』
（時間未定）
志津南公民館

□11月14（月）・15日（火）
☆コンピュータ活用講座
『パソコンで年賀状づくり』
13:00～16:00志津南公民館

信
愛
手
芸
サ
ー
ク
ル
は
、
志
津

南
公
民
館
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

基
本
的
に
月
に
一
回
多
目
的
室
を

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
（
家
具
絵
付
け
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
幼
稚
園

に
通
っ
て
い
た
頃
、
バ
ザ
ー
に

手
作
り
品
を
提
供
し
よ
う
と
集
ま
っ

た
人
た
ち
で
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク

ル
で
す
。

今
や
、
小
さ
か
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
中
学
生
に
な
り
、
大
き
く

成
長
し
ま
し
た
。
そ
し
て
母
親
た

ち
は
毎
月
一
度
、
さ
な
が
ら
一
カ

月
の
生
活
報
告
会
の
よ
う
に
、
７

人
の
仲
間
が
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。

手
を
動
か
し
て
い
る
よ
り
、
口

を
動
か
し
て
い
る
こ
と
の
方
が
得

意
な
仲
間
た
ち
で
す
が
、
簡
単
な

作
品
な
ら
一
回
で
、
大
き
な
手
の

込
ん
だ
作
品
な
ら
三
回
程
度
で
仕

上
げ
る
よ
う
に
ガ
ン
バ
っ
て
い
ま

す
。最

近
は
季
節
に
合
っ
た
作
品
や

和
風
の
作
品
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
ま
で
使
っ
た
こ
と
の
な

い
メ
デ
ィ
ウ
ム
や
手
法
も
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

作
り
始
め
に
思
っ
て
い
た
よ
り

も
手
間
や
時
間
が
か
か
っ
て
も
、

作
品
が
美
し
く
仕
上
が
っ
た
と
き

の
達
成
感
、
満
足
感
が
う

れ
し
く
て
、
こ
れ
か
ら
も

目
と
手
が
元
気
で
あ
る
限

り
、
月
に
一
度
の
同
窓
会

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
代
表

相
見

真
澄
）

信愛手芸サークル

新しい町、前向きに

達成感がうれしくて

メンバーの作品（一部）

す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー
で
オ
ペ
ラ


